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(2016 年 11 月 12 日、生活美学研究所本年度第 3回定例研究会における講演に基づく) 


















大和文華館学芸員 宮 崎 も も 
 
上方文化の豊かで具体的なイメージを、『花の下影』と大坂画壇の作品から味わうことが
できたご講演であった。『花の下影』は、芦屋の旧家に伝わった手描きの画帖で、大坂の美
味しい店をスケッチした、謂わば江戸時代の大坂のグルメ本である。お店の場所などにつ
いての文字情報は少ないが、四条派風の簡素な筆致で、食を楽しむ人々や大坂の町並みが
生き生きと描かれている。お店の全貌を客観的に捉えるのではなく、視点を比較的近くに
置いて店先の商品や人々を瑞々しく描いており、作者の眼差しを感じさせる。 
大坂画壇の作品については、旧家の床の間に飾ることで、その良さが分かるというお話
が大変印象に残った。近年は、美術館の大きな展示空間の中で映える濃厚で派手な作品が
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注目を集める事が多いが、古くからの書画を楽しむという文化を伝えていくために、多様
な美術鑑賞のあり方を考えていく必要性を感じた。 
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